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今月号のここがポイント！

本号は，硫黄元素（S）を利用した高分子材料の特性制御についての解説 3 件を掲載

しています。

1 題目では，ポリマーの屈折率を制御する基本的な設計指針，特に高屈折率と透明

性を両立することの難しさについて説明いただき，それを打破するための分子設計

について含硫黄高屈折率ポリマーの最新研究事例を交えながら解説していただきま

した。

2 題目では，次世代高速通信デバイスの絶縁材料に求められる低誘電特性と接着性

のトレードオフの関係性について実例を示して解説いただき，これを克服する有望

な材料としてホスフィンスルフィド基含有ポリマーの研究をご紹介いただきました。

3 題目では，多官能 2 級チオール化合物について解説していただきました。多官能

2 級チオール化合物は低臭気で可使時間が長く，光硬化系・熱硬化系のいずれでも利

用できる特性があることから産業用途へ展開されています。
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